
令和７年度 第１学期終業式 式辞 

 
 

  令和７年度１学期はどうでしたか。自分が過ごしたこの１学期をしっかり分析し、

夏休み以降の過ごし方を考えてください。 

 

１学期の北高はすごかった。テニス男子団体初優勝、サッカー８年振り優勝（選手権

とあわせて２冠達成）、陸上男子総合４連覇、女子バスケットの６６年振り決勝進出、

卓球部の歴史的な激闘など、枚挙にいとまがありません。私は、大会運営の観点から、

創作ダンスの大会を見せてもらいました。採点競技の難しさがある中で、北高ダンス部

の演技は、見る者、関わる者の心を揺さぶるすばらしいパフォーマンスでした。勝つこ

とももちろん大切ですが、それぞれの長い人生を考えたとき、芸術文化・スポーツに関

わる生き方は、人の心を豊かにし優しくしてくれます。ダンス部の皆さんには、そのこ

とを再認識させてもらえました。ありがとうございました。 

 

インターハイに向けて戦いが続く人、異常な暑さの中で調整が難しいと思いますが、

皆さんはまだまだ伸びます。先日の陸上競技愛媛県選手権の４×100ｍリレー、大会新

記録での優勝はまさにそれを証明してくれました。40.84。このメンバー、この種目で

インターハイにいけなかった不運・悔しさを見事に晴らしてくれました。気持ちを切ら

さず、ここを目指して結果を出したことに敬意を表したいと思います。 

 

野球部の皆さんは、粘り強く諦めず戦い、勝利を収めてくれました。また、最後の大

会の１勝の重みを全員で噛みしめたことだと思います。素晴らしい戦いを見せてくれた

松山南高校に全員で賛辞を贈りたいと思います。 

野球部の皆さんは、県総体で手分けして各会場の応援に廻ってくれました。皆さんの

応援のおかげで、バスケット女子が感動で涙しながら準決勝を勝ち切りました。15 日

の苦しい戦いの時に、きっと野球の神様が応援してくれたのだと思います。若い皆さん

は一戦一戦強くなります。実際勝つことによって強くなりましたし、次戦は変な力も抜

け、より実力を発揮できると思います。２回戦 20日（日）は西条球場です。対新居浜

南高校です。ご家族で応援どうですか？ 

 

そして、夏休み、いよいよ勉強本番です。部活動の成績が良い年は、受験の成績も良

いと教えられ、それを感じてきた教員生活でした。おそらく部活動で身に付けた集中力

が威力を発揮するからだと思います。皆さんが部活動に注いだ熱量と同じだけ勉強にも

注いでみてください。凄いことになると思います。進学先がどうなるか、それは、この

夏休み（自分の時間）をどう過ごすかにかかっています。 

３年生の皆さんは、アウトプットを強く意識してください。それができないと入試本

番では対応できません。私も、好きな YouTube を見ています。それを見て、テニスの

サーブがうまくなったり、ゴルフのドライバーが真っすぐ飛ぶつもりになってますが、

実践練習（アウトプット）が全く足りてないので、プレーしてもまともにできません。

わかったつもりでいても、実践では問題が解けない、原稿用紙に書けない、意見を言え

ないでは勝負になりません。具体的には、模試から入る勉強が良い（効率も）と思って

います。まず解答解説を自分のものにすることを心がけてください。例えば世界史（日



本史）。こんな分厚い教科書を勉強して、共通テストに出題されるのは、バランスよく

40 問弱です。だったら、重要とされる事象をしっかり理解することがまず大事だと思

いませんか。対外模試は、各会社が総力をあげて予想している問題です。判定を見るだ

けでなく、解答解説をしっかり吸収し、知識・理解を広げて、それを出す。つまり問題

を解く（アウトプット）！それにはしかし、やはり時間がある程度かかります。教員人

生で、一人だけ、自分が担任したクラスから東大に進学した子がいましたが、夏休みの

平均勉強時間を聞くと、10 時間でした。何でもそうですが、凄いとされている人は、

どこかで時間をかけてしっかりやっています。それが見えない（見せない）だけです。 

 

1,2 年生でロズモント高校との交流で英語に目覚めた人、あのときの気持ちを忘れな

いで。今から本気で英語に取り組めば、皆さんならまるでネイティブのようになれます

よ。もし、心に火がついたのなら、それを消さない工夫をしてください。 

 

７月 15日に、昨年北高卒業 50 周年を迎えた OGから、お手紙と高額の御寄附をいた

だきました。高校時代は「明日も北高に行ける！」とワクワクしながら就寝していたそ

うです。「近年の北高の活躍を本当にうれしく思う」と。趣味の俳句で某大会最優秀賞

を受賞され、副賞賞金の半額を北高生のためにとわざわざ送っていただきました。大先

輩たちが、みんなのことに注目して、応援してくれています。ありがたいことです。 

 

夏は先生方にも休んでいただきます。それは、先生方にも休養が必要だし、大切な家

族がいるからです。皆さんとともに、一学期間突っ走ってこられました。立場は違いま

すが、ここにいる全員がリフレッシュできることを願っています。 

 

最後に、絶対に水難事故・交通事故等にあわないよう工夫してください。海や川で遊

ぶときは、準備運動、ライフジャケット、浮き輪等を忘れずに。細い道から大きい道に

出る場合は一度自転車を停止させてください。防げる事故が世の中にはたぶんたくさん

あります。被害者にも加害者にもならないよう注意しましょう。それでは、８月 25 日

月曜日に、全員で元気に会いましょう。 


